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出産や手術での大量出血などの際の

フィブリノゲン製剤・血液凝固第Ⅸ因子製剤の投与により

Ｃ型肝炎ウイルスに感染された方々へ

給付金の請求期限が、２０２３年（平成35年）１月１６日までに延長されました

○Ｃ型肝炎訴訟について、感染被害者の方々の早期・一律救済の要請にこたえるべく、議員

立法によってその解決を図るため、平成20年１月16日に法律（※1）が制定、施行されま

した。
　（※1）「特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤によるＣ型肝炎感染被害者を救済するための

給付金の支給に関する特別措置法」です。

○感染被害者の方々に甚大な被害が生じ、その被害の拡大を防止できなかったことについて、

率直に国の責任を認め、感染被害者とその遺族の皆さまに心からお詫び申し上げます。

○厚生労働省は、出産や手術での大量出血などの際に特定のフィブリノゲン製剤や血液凝固

第Ⅸ因子製剤を投与されたことによってＣ型肝炎ウイルスに感染された方々との間で、こ

の法律に基づく給付金の支給の仕組みに沿って、現在、和解を進めております。

１．対象となる方々は、以下のとおりです。

２．給付金の支給を受けるためには、まず、訴訟を提起していただくことが必要です。

　獲得性の傷病（※2）について「特定フィブリノゲン製剤」や「特定血液凝固第Ⅸ因子

製剤」（次ページに記載）の投与を受けたことによって、Ｃ型肝炎ウイルスに感染され

た方（※3）とその相続人です。

（※２）妊娠中や出産時の大量出血、手術での大量出血、新生児出血症などが該当します。また、手術で

の腱・骨折片などの接着の際に、フィブリン糊として使用された場合も該当します。

（※３）既に治癒した方や、感染された方からの母子感染で感染された方も対象になります。

○給付金の支給を受けるためには、まず、国を被告として、訴訟を提起していただくこ

とが必要になります。最寄りの弁護士会などにご相談ください。

○裁判手続の中では、製剤投与の事実、製剤投与と感染との因果関係、Ｃ型肝炎の症状

について判断がなされます。

○なお、これらが認められた場合の弁護士費用については、法律により支給を受ける額

の５％相当額を国が負担します。

　裁判手続の中で製剤投与の事実、因果関係、症状が確認されたら、これを証明する和

解調書等をもって、ＰＭＤＡに給付金の支給を請求していただくことになります。

３．裁判で和解が成立するなどしたら、独立行政法人医薬品医療機器総合機構

　　（ＰＭＤＡ）に給付金の支給を請求していただくことが必要です。


